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かすみがうら市総合計画  

まちづくりアンケート調査 
あなたの声をお聞かせください  

 
 

日ごろから、市政の運営にあたりまして、格別のご協力とご理解をいただき厚くお礼を申し

上げます。 

市では、現在、平成 29年（2017 年）に策定した「かすみがうら市総合計画・前期基本計画」

に取り組みつつ、令和４年４月からの後期基本計画に向けた計画の見直しを進めています。 

つきましては、市民の皆様のご意見やご提案を広くお伺いし、計画策定の基礎資料とさせて

いただきたいと考え、市内在住の 16 歳以上の方 2,500 名を無作為に選び「まちづくりアンケ

ート」をお願いすることといたしました。 

ご多忙のところとは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようよ

ろしくお願い申し上げます。 
 

令和３年６月 
 

かすみがうら市長 坪井 透 

 
 

・・・ご記入にあたってのお願い・・・ 
 

１．この調査の対象者は、市内にお住まいの 16 歳以上の方から、無作為抽出によって、

2,500人を選ばせていただきました。 

２．この調査は、あて名のご本人を対象としたものです。なんらかの理由で、ご本人の回

答が難しい場合は、ご家族の方などがご本人と相談するなど、ご本人の立場に立ってご

回答ください。 

３．回答は、当てはまる番号を○で囲んでください。また、「その他」の選択肢などにつ

いては、具体的な内容を（  ）内にご記入ください。 

４．この調査票は無記名方式で、コンピュータで集計処理しますので、個人が特定される

ことは一切ありません。また、回答はこの調査目的以外には使用しません。 

○調査についてのお問い合わせ先 

 
かすみがうら市 市長公室 政策経営課 政策調整担当 

TEL ０２９９－５９－２１１１【内線】１２２２ 

FAX ０２９９－５９－２１７６ 

 

ご記入いただきましたアンケート用紙は、同封の返信用封筒に入れて
６月２１日(水)までに投函してください。 

封筒には、氏名記入・切手貼付の必要はありません。 
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 ＜かすみがうら市の取組についておたずねします＞  

問１－１① 居住環境について（項目ごと、満足度・重要度それぞれ○は１つ） 

居住環境 

満足度 重要度 

満足 
やや 

満足 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

不満 
不満 重要 

やや 

重要 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

重要で
ない 

重要で

ない 

１ 温暖化対策や環境美化 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

２ 自然環境や資源の活用 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

３ 上水道の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

４ 下水道や雨水排水処理 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

５ 河川の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

６ 公園や緑地の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

７ 空き家対策や活用 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

８ ごみの収集や処理 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

９ 再生可能エネルギーの活用 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 

問１－１② 「居住環境」の取組による暮らしの変化（○は１つ） 

★「居住環境」の面において、あなたの

暮らしは５年前からどう変化しま

したか。 

暮らしやすく
なった 

やや暮らし 

やすくなった 
変わらない 

やや暮らし 

にくくなった 

暮らしにくく
なった 

１ ２ ３ ４ ５ 

 
問１－２① 産業について（項目ごと、満足度・重要度それぞれ○は１つ） 

産業 

満足度 重要度 

満足 
やや 

満足 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

不満 
不満 重要 

やや 

重要 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

重要で
ない 

重要で

ない 

１ 農林水産業の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

２ 農地の利活用 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

３ 商工業の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

４ 消費者支援 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

５ 観光の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 

問１－２② 「産業」の取組による暮らしの変化（○は１つ） 

★「産業」の面において、あなたの暮ら

しは５年前からどう変化しました

か。 

暮らしやすく
なった 

やや暮らし 

やすくなった 
変わらない 

やや暮らし 

にくくなった 

暮らしにくく
なった 

１ ２ ３ ４ ５ 
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問１－３① 都市基盤について（項目ごと、満足度・重要度それぞれ○は１つ） 

都市基盤 

満足度 重要度 

満足 
やや 

満足 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

不満 
不満 重要 

やや 

重要 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

重要で
ない 

重要で

ない 

 １ 中心市街地の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 ２ 良好で快適な住環境の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 ３ 景観の保全 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 ４ 利便性の高い道路の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 ５ 安全な歩道・道路の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 ６ 公共交通の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 ７ 消防や救急体制の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 ８ 防災対策の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 ９ 交通安全の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

10 防犯対策の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 

問１－３② 「都市基盤」の取組による暮らしの変化（○は１つ） 

★「都市基盤」の面において、あなたの

暮らしは５年前からどう変化しま

したか。 

暮らしやすく
なった 

やや暮らし 

やすくなった 
変わらない 

やや暮らし 

にくくなった 

暮らしにくく
なった 

１ ２ ３ ４ ５ 

 
問１－４① 健康・福祉について（項目ごと、満足度・重要度それぞれ○は１つ） 

健康・福祉 

満足度 重要度 

満足 
やや 

満足 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

不満 
不満 重要 

やや 

重要 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

重要で
ない 

重要で

ない 

１ 健康づくりの推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

２ 医療体制の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

３ 医療保険制度等の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

４ 高齢者福祉の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

５ 介護保険制度の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

６ 障害者福祉の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

７ 支えあいの地域づくり １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

８ 低所得者対策の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

９ 国民年金制度の周知啓発 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 

問１－４② 「健康・福祉」の取組による暮らしの変化（○は１つ） 

★「健康・福祉」の面において、あなた

の暮らしは５年前からどう変化し

ましたか。 

暮らしやすく
なった 

やや暮らし 

やすくなった 
変わらない 

やや暮らし 

にくくなった 

暮らしにくく
なった 

１ ２ ３ ４ ５ 
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問１－５① 子育て・若者支援について（項目ごと、満足度・重要度それぞれ○は１つ） 

子育て・若者支援 

満足度 重要度 

満足 
やや 

満足 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

不満 
不満 重要 

やや 

重要 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

重要で
ない 

重要で

ない 

１ 保育サービスの充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

２ 子育て支援環境の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

３ 青少年育成活動の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

４ 起業・創業への支援 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

５ 就業支援や企業誘致 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 

問１－５② 「子育て・若者支援」の取組による暮らしの変化（○は１つ） 

★「子育て・若者支援」の面において、

あなたの暮らしは５年前からどう

変化しましたか。 

暮らしやすく
なった 

やや暮らし 

やすくなった 
変わらない 

やや暮らし 

にくくなった 

暮らしにくく
なった 

１ ２ ３ ４ ５ 

 
問１－６① 教育・文化について（項目ごと、満足度・重要度それぞれ○は１つ） 

教育・文化 

満足度 重要度 

満足 
やや 

満足 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

不満 
不満 重要 

やや 

重要 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

重要で
ない 

重要で

ない 

１ 学校教育の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

２ 生涯学習の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

３ 地域文化の保全や活用 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

４ 地域間の交流や連携 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 

問１－６② 「教育・文化」の取組による暮らしの変化（○は１つ） 

★「教育・文化」の面において、あなた

の暮らしは５年前からどう変化し

ましたか。 

暮らしやすく
なった 

やや暮らし 

やすくなった 
変わらない 

やや暮らし 

にくくなった 

暮らしにくく
なった 

１ ２ ３ ４ ５ 

 
問１－７① 協働・行財政について（項目ごと、満足度・重要度それぞれ○は１つ） 

協働・行財政 

満足度 重要度 

満足 
やや 

満足 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

不満 
不満 重要 

やや 

重要 

ふつう 
どちらとも

いえない 

やや 

重要で
ない 

重要で

ない 

１ 地域でのコミュニティづくり １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

２ 協働のまちづくり １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

３ 男女共同参画の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

４ 産学官連携の推進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

５ 情報提供と市民意見聴取 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

６ 行政サービスの向上 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

７ 計画的な行財政運営 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 

問１－７② 「協働・行財政」の取組による暮らしの変化（○は１つ） 

★「協働・行財政」の面において、あな

たの暮らしは５年前からどう変化

しましたか。 

暮らしやすく
なった 

やや暮らし 

やすくなった 
変わらない 

やや暮らし 

にくくなった 

暮らしにくく
なった 

１ ２ ３ ４ ５ 
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 ＜かすみがうら市の住みやすさについておたずねします＞  

問２ かすみがうら市は住みやすいですか。（○は１つ） 

  どちらかといえば  どちらかといえば 

 住みやすい 住みやすい ふつう 住みにくい 住みにくい 

 １ ２ ３ ４ ５ 
 

問３ 将来もかすみがうら市に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

１．かすみがうら市にずっと住みたい 

２．ずっと住みたいとまではいかないが、当分の間は住みたい 

３．違うところに住みたい 

４．わからない 

 

問４ 市への移住定住支援策としてどのようなことが有効だと思いますか。（○はいくつでも） 

 １．インターネットなどによる情報提供  ２．PRイベントやセミナー 

 ３．観光を兼ねた訪問ツアー  ４．体験移住の機会 

 ５．就労支援  ６．住宅情報の提供や仲介支援、家賃補助 

 ７．先輩移住者による相談の機会  ８．当面の間の経済的支援 

 ９．地元住民との交流機会 10．婚活や出会いの場の機会 

11．新婚世帯や子育て世帯への支援 12．特に有効な支援はない 

13．その他（                                 ） 

 

＜あなた自身の幸福感についておたずねします＞  

問５ あなたは、どの程度「幸せ」だと感じていますか。あてはまる点数に○をつけてください。

（○は１つ） 

 大いに感じる    あまり感じない 

 ５点 ４ ３ ２ １点 

 

問６ 幸福感を判断する上で、あなたが重視した事項は何ですか。次の中から重要だと思う順番

に最大３位まで選んで枠内に番号を記入してください。（１枠に１つ番号を記入） 
 
 

【第1位】         【第 2位】         【第 3位】          
 
 

選択項目 

 １．家計（所得・消費）  ２．就業（仕事の有無・安定）  ３．地域経済 

 ４．自然環境  ５．生活環境  ６．健康状態 

 ７．福祉・医療  ８．家族関係  ９．子育て環境 

10．学校教育環境 11．防災・治安 12．食生活 

13．地域社会とのつながり 14．余暇・文化 15．公平・公正な機会制度や環境 

16．他人の喜びへの貢献（ボランティア、人を楽しませたり喜ばせたり困りごとを支えるなど） 

17．自分の思想・哲学（何らか宗教的又はスピリチュアルな価値観を含む） 

18．その他（                              ） 
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 ＜これからのまちづくりについておたずねします＞  

〔脱炭素社会・カーボンゼロ〕 
問７ 2020 年 10 月に政府が「2050 年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、

すなわち 2050 年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」と宣言したことにつ

いて、知っていましたか。（○は１つ） 

１．知っていた ２．だいたい知っていた 

３．あまり知らなかった ４．まったく知らなかった 

 

問８ 「2050 年カーボンニュートラル」の目標実現に向けて、あなたは貢献したいと思います

か。（○は１つ） 

１．はい ２．いいえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

〔ＳＤＧｓ〕 
問９ あなたは、SDGｓを知っていますか。（○は１つ） 

１．知っている ２．聞いたことはあるが内容は知らない 

３．まったく知らない 

 

 

 
 

問 10 SDGｓの達成に向けて個人でも取り組めることがありますが、あなたが実践しているこ

とはありますか。（○はいくつでも） 

 １．途上国の製品を適正価格で購入する  ２．食べ残しや賞味期限切れ廃棄をなくす 

 ３．健康を維持し定期的に健診を受ける  ４．教育へのボランティアや寄付をする 

 ５．家事や育児を平等に分担する  ６．節水や排水汚染に配慮する 

 ７．太陽光など環境にやさしいエネルギーを使う  ８．地産地消商品を購入する 

 ９．社会の役に立つ商品や技術を応援する 10．いじめや差別をしない、させない 

11．地域の清掃や防災活動に参加する 12．マイバッグやマイボトルを持参する 

13．電力や資源等の無駄遣いを減らす 14．海や川、湖をごみで汚さない 

15．里山づくりや植林活動などに協力する 16．国内外の現状を知り、選挙に行く 

17．SDGｓに関するイベントなどに参加する 18．その他（            ） 

１．地球温暖化や異常気象が続き取り返し

がつかなくなるのを防ぐため 

２．気候変動への対策を求める若い世代の

声に応えたいから 

３．国際的な条約の目標達成に貢献すべき

だと思うから 

４．環境に配慮した暮らし方に関心がある

から 

５．その他 

（                 ） 

１．個人の努力では大した貢献にならない

と思うから 

２．経済や家計の負担などへの影響があり

そうだから 

３．政府や大企業がやるべきだから 

４．目標が高すぎて達成できないだろうと

思うから 

５．そもそも興味がないから 

６．その他 

（                 ） 

 

「はい」を選んだ理由 
（〇はいくつでも） 

「いいえ」を選んだ理由 
（〇はいくつでも） 

SDGｓ（持続可能な開発目標＝Sustainable Development Goals）とは、2015 年９月の国連サミットで採択さ
れた、2030 年までに持続可能でより良い世界を目指す国際目標です。17 のゴールと 169 のターゲットか
ら構成されており、地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っています。 
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〔国際化、多文化共生社会〕 
問 11 外国人の方と身近にかかわる機会はありますか。（○はいくつでも） 

１．近所に住んでいる ２．仕事や職場で 

３．自分や家族が通う保育園や学校で ４．地域の活動で 

５．友だちにいる ６．親類や家族にいる 

７．その他（             ） ８．まったくいない 

 

問 12 日本人と外国人が共に安心して暮らすために、行政はどのようなことに力を入れていく

べきだと思いますか。（○はいくつでも） 

 １．多言語による情報提供の充実  ２．やさしい日本語の普及 

 ３．日本人への外国語教室  ４．外国人への日本語教室 

 ５．外国人が相談できる窓口の充実  ６．外国人児童生徒への教育の充実 

 ７．外国人への生活ルールの周知  ８．外国人が意見を言いやすい環境づくり 

 ９．外国人が参加しやすいイベントづくり 10．自治会など地域社会への参画支援 

11．多文化共生への啓発、理解促進 

 

〔行政のデジタル化〕 
問 13 市の ICT の利活用が進むことを期待する分野をお答えください。（○はいくつでも） 

 １．消防・防災  ２．保育・子育て  ３．高齢者福祉 

 ４．障害者福祉  ５．保健・医療  ６．学校教育 

 ７．生涯学習、社会教育  ８．スポーツ・文化振興  ９．防犯・交通安全 

10．環境・ごみ対策 11．観光振興 12．雇用・産業振興 

13．農業振興 14．道路・上下水道・公園管理 15．税務（申告・納税） 

16．行政事務 17．その他（                    ） 

 
問 14 今後、市が ICT（情報通信技術）を活用していくにあたり、特にどのようなサービスの

拡充や新規サービスに期待しますか。（○はいくつでも） 

 １．インターネットによる公共施設予約サービス 

 ２．受付案内業務等でのロボットやAI 等の活用 

 ３．災害時などでの ICTを活用した安全・安心な生活の確保 

 ４．パソコンやインターネット等の利用方法を学ぶことができる ICT講習会の充実 

 ５．ICTを活用した学校教育、生涯学習・社会教育 

 ６．市が保有する情報の積極的な公開 

 ７．メールマガジンによる市政情報や事業情報の提供 

 ８．無料の公衆無線Wi-Fi 環境の整備 

 ９．クレジットカード、電子マネー等による市税等の支払い 

10．マイナンバーを積極的に活用した手続きの簡素化 

11．その他（                                  ） 

12．特にない 
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 ＜あなたご自身のことについておたずねします＞  

F1 あなたの性別は。（○は１つ） 

１．男性 ２．女性 ３．その他 ４．回答しない 

F2 あなたの年齢は。（○は１つ） 

１．１０代 ２．２０代 ３．３０代 ４．４０代 

５．５０代 ６．６０代 ７．７０代以上 

 
F3 お住まいの地区は。 

１．霞ヶ浦中学校区 ２．千代田中学校区 

３．下稲吉中学校区 

F4 あなたの職業は。（○は１つ） 

１．農林水産業  ２．自営業（商業・サービス） ３．自営業（製造・建設） 

４．会社員  ５．公務員・教員（団体職員含む） ６．主婦 

７．学生  ８．パート・アルバイト（学生は含まない） 

９．無職 10．その他（                      ） 

 
F5 いつから、かすみがうら市に住んでいますか。（○は１つ） 

１．かすみがうら市で生まれた 

２．かすみがうら市に転入してきて10年以上である 

３．かすみがうら市に転入してきて10年未満である 

 

F6 通勤・通学先はどちらですか。（○は１つ） 

１．かすみがうら市内 ２．かすみがうら市以外の県内 

３．県外 ４．通勤・通学していない 

 

★最後に、まちづくり全般について、ご意見・ご提案がありましたらお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。 

 


